
 

（新） 作業規程の準則（平成 28 年 3 月 31 日一部改正版） （旧） 作業規程の準則（平成 25 年 3 月 29 日一部改正版） 

（計測用基図作成） 

第２４５条 計測用基図は、既成図の原図又は複製用原図を写真処理等により複製し、作成するものとす

る。 

２・３ （略） 

４ 計測用基図は、既成図の原図又は複製用原図と比較等を行い、画線の良否、表示内容等を点検し、必要

に応じて修正するものとする。 

（計測用基図作成） 

第２０６条 計測用基図は、既成図の原図を写真処理等により複製し、作成するものとする。 

 

２・３ （略） 

４ 計測用基図は、原図と比較等を行い、画線の良否、表示内容等を点検し、必要に応じて修正するものと

する。 

（要旨）  

第２８９条 「写真地図作成」とは、数値写真を正射変換した正射投影画像を作成した後、必要に応じてモザ

イク画像を作成し、写真地図データファイルを作成する作業をいう。 

（要 旨） 

第２４８条 「写真地図作成」とは、数値写真を正射変換した正射投影画像を作成した後、必要に応じてモザ

イク画像を作成し写真地図データファイルを作成する作業をいう。 
  

、 赤線を追加しました。 

既成図の 
赤線を追加しました。 



（写真地図作成） 

第２９０条 （略） 

２ 空中写真の撮影方法は、第４章第５節の規定を準用する。 

（写真地図作成） 

第２４９条 （略） 

２ 空中写真の撮影方法は、第３章第５節の規定を準用する。 
（方法） 

第２９１条 （略） 
（方 法） 

第２５０条 （略） 
（工程別作業区分及び順序）   

第２９２条 （略） 

一～四 （略） 

（削除） 

五～十一 （略） 

（工程別作業区分及び順序） 

第２５１条 （略） 

一～四 （略） 

五 刺針 

六～十二 （略） 
（空中写真測量に関する規定の準用） 

第２９３条 前条第一号から第六号の作業については、次に規定するところによるほか、第４章第２節から

第９節までの規定を準用する。 

一・二 （略） 

三 数値地形モデルの作成におけるブレークライン、等高線、標高点等の計測は、第４章第８節の規定を

準用する。 

四 写真地図データに重ね合わせる注記等のデータを作成する場合には、第４章第６節から第９節までの規

定を準用する。 

（空中写真測量に関する規定の準用） 

第２５２条 前条第一号から第七号の作業については、次に規定するところによるほか、第３章第２節から

第１０節までの規定を準用する。 

一・二 （略） 

三 数値地形モデルの作成におけるブレークライン、等高線、標高点等の計測は、第３章第９節の規定を

準用する。 

四 写真地図データに重ね合わせる注記等のデータを作成する場合には、第３章第７節から第１０節までの

規定を準用する。 
第２節 作業計画 第２節 作業計画 
（要旨） 

第２９４条 （略） 
（要 旨） 

第２５３条 （略） 
（使用する数値写真） 

第２９５条 （略） 
（使用する数値写真） 

第２５４条 （略） 
第３節 数値地形モデルの作成 第３節 数値地形モデルの作成 
（要旨） 

第２９６条 （略） 
（要 旨） 

第２５５条 （略） 
（標高の取得） 

第２９７条 標高は、デジタルステレオ図化機等を用いて、第２９１条第２項の規定を満たした精度で取得

するものとする。必要に応じて局所歪みを補正するための地性線等を取得するものとする。 

２～４ （略） 

５ 標高点計測法により標高点を選定する場合は、第２１８条の規定を準用する。 

６ 自動標高抽出技術におけるグリッド間隔は、画像相関間隔が第２９１条第２項の規定による精度を満た

すものとする。 

７～１０ （略） 

（標高の取得） 

第２５６条 標高は、デジタルステレオ図化機等を用いて、第２５０条第２項の規定を満たした精度を有し、

必要に応じて局所歪みを補正するための地性線等を取得するものとする。 

２～４ （略） 

５ 標高点計測法により標高点を選定する場合は、第１７９条の規定を準用する。 

６ 自動標高抽出技術におけるグリッド間隔は、画像相関間隔が第２５０条第２項の規定による精度を満た

すものとする。 

７～１０ （略） 
（数値地形モデルへの変換） 

第２９８条 数値地形モデルへの変換は、前条で取得した標高により第２９１条第２項の規定を満たすグリッ

ド又は不整三角網を用いるものとする。 

２ 数値地形モデルの形状をグリッドで作成する場合は、グリッド間隔は第２９１条第２項の規定を準用す

（数値地形モデルへの変換） 

第２５７条 数値地形モデルへの変換は、前条で取得した標高により第２５０条第２項の規定を満たすグリ

ッド又は不整三角網を用いるものとする。 

２ 数値地形モデルの形状をグリッドで作成する場合は、グリッド間隔は第２５０条第２項の規定を準用す



る。 

３～５ （略） 
る。 

３～５ （略） 
（数値地形モデルの編集） 

第２９９条 （略） 
（数値地形モデルの編集） 

第２５８条 （略） 
（数値地形モデルファイルの作成） 

第３００条 （略） 

２ 数値地形モデルファイルの格納単位は、第３０８条に規定する写真地図データファイルの格納単位と同

一とする。 

３ （略） 

（数値地形モデルファイルの作成） 

第２５９条 （略） 

２ 数値地形モデルファイルの格納単位は、第２６７条に規定する写真地図データファイルの格納単位と同

一とする。 

３ （略） 
（数値地形モデルファイルの点検） 

第３０１条 数値地形モデルファイルの点検は、前条で作成した数値地形モデルファイルを用いて行うもの

とする。 

２ 数値地形モデルファイルの標高点精度は、第２９１条第２項の規定を準用する。 

３・４ （略）  

（数値地形モデルファイルの点検） 

第２６０条 数値地形モデルファイルの点検は、前条で作成した数値地形モデルを用いて行うものとする。 

２ 数値地形モデルファイルの標高点精度は、第２５０条第２項の規定を準用する。 

３・４ （略） 

第４節 正射変換 第４節 正射変換 
（要旨） 

第３０２条 （略） 
（要 旨） 

第２６１条 （略） 
（正射投影画像の作成） 

第３０３条 （略） 

２ 正射投影画像の地上画素寸法は、第２９１条第２項の規定を準用する。 

３ 内部標定は、第２０１条の規定を準用する。 

４ （略） 

（正射投影画像の作成） 

第２６２条 （略） 

２ 正射投影画像の地上画素寸法は、第２５０条第２項の規定を準用する。 

３ 内部標定は、第１６２条の規定を準用する。 

４ （略） 
第５節 モザイク 第５節 モザイク 
（要旨） 

第３０４条 （略） 
（要 旨） 

第２６３条 （略） 
（方法） 

第３０５条 （略） 

２ モザイクは、線状対象物においては不整合のないように努め、その他の対象物においては第２９１条第２

項に規定する水平位置の精度を満たすものとする。 

（方 法） 

第２６４条 （略） 

２ モザイクは、線状対象物においては不整合のないように努め、その他の対象物においては第２５０条第２

項に規定する水平位置の精度を満たすものとする。 
（モザイク画像の点検） 

第３０６条 （略） 
（モザイク画像の点検） 

第２６５条 （略） 
第６節 写真地図データファイルの作成 第６節 写真地図データファイルの作成 
（要旨） 

第３０７条 （略） 

２ （略） 

３ 注記等のデータを取得した場合には、第４章第８節又は第９節の規定により格納するものとする。 

（要 旨） 

第２６６条 （略） 

２ （略） 

３ 注記等のデータを取得した場合には、第３章第９節又は第１０節の規定により格納するものとする。 
（写真地図データファイル等の格納） 

第３０８条 （略） 
（写真地図データファイル等の格納） 

第２６７条 （略） 



第７節 品質評価 第７節 品質評価 
（品質評価） 

第３０９条 （略） 
（品質評価） 

第２６８条 （略） 
第８節 成果等の整理 第８節 成果等の整理 
（メタデータの作成） 

第３１０条 （略） 
（メタデータの作成） 

第２６９条 （略） 
（成果等） 

第３１１条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一～三 （略） 

四 精度管理表 

五 品質評価表 

六・七 （略） 

（成果等） 

第２７０条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一～三 （略） 

四 品質評価表及び精度管理表 

（新規） 

五・六 （略） 

第８章 航空レーザ測量 第７章 航空レーザ測量 
第１節 要 旨 第１節 要旨 
（要旨） 

第３１２条 （略） 
（要 旨） 

第２７１条 （略） 
（地図情報レベルと格子間隔） 

第３１３条 （略） 
（地図情報レベルと格子間隔） 

第２７２条 （略） 
（工程別作業区分及び順序） 

第３１４条 （略） 
（工程別作業区分及び順序） 

第２７３条 （略） 
第２節 作業計画 第２節 作業計画 
（要旨） 

第３１５条 （略） 
（要 旨） 

第２７４条 （略） 
第３節 固定局の設置 第３節 固定局の設置 
（固定局の設置） 

第３１６条 （略） 
（固定局の設置） 

第２７５条 （略） 
（固定局の点検） 

第３１７条 （略） 
（固定局の点検） 

第２７６条 （略） 
第４節 航空レーザ計測 第４節 航空レーザ計測 
（航空レーザ計測） 

第３１８条 （略） 
（航空レーザ計測） 

第２７７条 （略） 
（航空レーザ測量システム） 

第３１９条 （略） 

２ （略） 

一・二 （略）  

 三 ＧＮＳＳ測量機は、次表に掲げるもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。 

項 目 性  能 

水平成分 0.3ｍ 

（航空レーザ測量システム） 

第２７８条 （略） 

２ （略） 

一・二 （略） 

 三 ＧＮＳＳ測量機は、次表に掲げるもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。 

項 目 性  能 

水平位置 0.3ｍ 



高さ成分 0.3ｍ 

四～八 （略） 
高さ 0.3ｍ 

四～八 （略） 
（計測データの取得） 

第３２０条 （略） 
（計測データの取得） 

第２７９条 （略） 
（航空レーザ用数値写真） 

第３２１条 （略） 
（航空レーザ用数値写真） 

第２８０条 （略） 
（航空レーザ計測の点検） 

第３２２条 （略） 

２～４ （略） 

５ 計測データの点検は、次の各号について行うものとする。 

一・二 （略） 

６～８ （略） 

（航空レーザ計測の点検） 

第２８１条 （略） 

２～４ （略） 

５ 計測データの点検は次の各号について行うものとする。 

一・二 （略） 

６～８ （略） 
第５節 調整用基準点の設置 第５節 調整用基準点の設置 
（調整用基準点の設置） 

第３２３条 （略） 
（調整用基準点の設置） 

第２８２条 （略） 
（調整用基準点の測定） 

第３２４条 調整用基準点の測定は、次の各号のとおりとする。 

一 水平位置の測定は、第２編第２章で規定する４級基準点測量により行う。ただし、近傍に必要な既知点

がない場合には、第５９条第６項第二号に規定する単点観測法に準じて行うことができる。 

二 標高の測定は、第２編第３章で規定する４級水準測量により行う。ただし、近傍に必要な水準点がな

い場合には、測定する調整用基準点に最も近い２点以上の水準点を既知点として第２編第２章基準点測

量に規定するＧＮＳＳ観測のスタティック法に準じて行うことができる。 

２ （略） 

（調整用基準点の測定） 

第２８３条 調整用基準点の測定は、４級基準点測量及び４級水準測量により実施することを原則とし、必要

に応じて次の各号により行うものとする。 

一 水平位置の測定において近傍に必要な既知点がない場合には、第５９条第６項第二号に規定する単点観

測法に準じて行う。 

二 標高の測定において近傍に必要な水準点がない場合には、測定する調整用基準点に最も近い２点以上

の水準点及び調整用基準点にＧＮＳＳ測量機を設置し、スタティック法により行う。 

２ （略） 
第６節 三次元計測データの作成 第６節 三次元計測データの作成 
（三次元計測データの作成） 

第３２５条 （略） 
（三次元計測データの作成） 

第２８４条 （略） 
（三次元計測データの点検） 

第３２６条 （略） 

２ （略） 

３ （略） 
一 （略） 
二 すべての調整用基準点での点検の結果、較差の平均値の絶対値が２５センチメートル以上又は標準偏差

が２５センチメートル以上の場合は、原因を調査の上、再計算処理又は再測等の是正処置を講じる。ただ

し、較差の傾向が、作業地域全体で同じ場合は第３３３条の規定に基づき補正を行う。 

（三次元計測データの点検） 

第２８５条 （略） 

２ （略） 

３ （略） 
一 （略） 
二 すべての調整用基準点での点検の結果、較差の平均値の絶対値が２５センチメートル以上又は標準偏差

が２５センチメートル以上の場合は、原因を調査の上、再計算処理又は再測等の是正処置を講じる。ただ

し、較差の傾向が、作業地域全体で同じ場合は第２９２条の規定に基づき補正を行う。 
（コース間標高値の点検） 

第３２７条 （略） 
２ （略） 
一 点検箇所の数は、（コース長 キロメートル/10＋１）の小数点以下切り上げとする。 

（コース間標高値の点検） 

第２８６条 （略） 
２ （略） 
一 点検箇所の数は、（コース長km/10＋１）の小数点以下切り上げとする。 



二～六 （略） 
３ （略） 

二～六 （略） 
３ （略） 

（再点検） 

第３２８条 （略） 
（再点検） 

第２８７条 （略） 
（航空レーザ用写真地図データの作成） 

第３２９条 （略） 
（航空レーザ用写真地図データの作成） 

第２８８条 （略） 
（水部ポリゴンデータの作成） 

第３３０条 （略） 
（水部ポリゴンデータの作成） 

第２８９条 （略） 
（欠測率の計算） 

第３３１条 （略） 
（欠測率の計算） 

第２９０条 （略） 
（データの点検） 

第３３２条 （略） 
（データの点検） 

第２９１条 （略） 
第７節 オリジナルデータの作成 第７節 オリジナルデータの作成 
（オリジナルデータの作成） 

第３３３条 （略） 
（オリジナルデータの作成） 

第２９２条 （略） 
（オリジナルデータの点検） 

第３３４条 （略） 
（オリジナルデータの点検） 

第２９３条 （略） 
第８節 グラウンドデータの作成 第８節 グラウンドデータの作成 
（グラウンドデータの作成） 

第３３５条 （略） 
（グラウンドデータの作成） 

第２９４条 （略） 
（低密度ポリゴンデータの作成） 

第３３６条 （略） 
（低密度ポリゴンデータの作成） 

第２９５条 （略） 
（既存データとの整合） 

第３３７条 （略） 
（既存データとの整合） 

第２９６条 （略） 
（フィルタリング点検図の作成） 

第３３８条 （略） 
（フィルタリング点検図の作成） 

第２９７条 （略） 
（フィルタリングの点検） 

第３３９条 （略） 

一 第３３５条第３項に規定するフィルタリング対象項目のオリジナルデータ採否の適否 

二・三 （略） 

２・３ （略） 

（フィルタリングの点検） 

第２９８条 （略） 

一 第２９４条第３項に規定するフィルタリング対象項目のオリジナルデータ採否の適否 

二・三 （略） 

２・３ （略） 
第９節 グリッドデータの作成 第９節 グリッドデータの作成 
（グリッドデータの作成） 

第３４０条 （略） 

２～５ （略） 

６ グリッドデータにおける標高値は、０．１メートル位とする。 

（グリッドデータの作成） 

第２９９条 （略） 

２～５ （略） 

６ グリッドデータにおける標高値は、０．１メートル単位とする。 
（グリッドデータ点検図の作成） 

第３４１条 （略） 
（グリッドデータ点検図の作成） 

第３００条 （略） 



（グリッドデータの点検） 

第３４２条 （略） 
（グリッドデータの点検） 

第３０１条 （略） 
第１０節 等高線データの作成 第１０節 等高線データの作成 
（等高線データの作成） 

第３４３条 （略） 
（等高線データの作成） 

第３０２条 （略） 
（等高線データの点検） 

第３４４条 （略） 
（等高線データの点検） 

第３０３条 （略） 
第１１節 数値地形図データファイルの作成 第１１節 数値地形図データファイルの作成 
（要旨） 

第３４５条 （略） 
２ 本節において数値地形図データファイルは、次の各号のとおりとする。 
一～九 （略） 

（要 旨） 

第３０４条 （略） 
２ 数値地形図データファイルは、次の各号のとおりとする。 
一～九 （略） 

第１２節 品質評価 第１２節 品質評価 
（品質評価） 

第３４６条 （略） 
（品質評価） 

第３０５条 （略） 
第１３節 成果等の整理 第１３節 成果等の整理 
（メタデータの作成） 

第３４７条 （略） 

（メタデータの作成） 

第３０６条 （略） 
（成果等） 

第３４８条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一・二 （略） 

三 精度管理表 

四 品質評価表 

五・六 （略） 

（成果等） 

第３０７条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一・二 （略） 

三 品質評価表及び精度管理表 

（新規） 

四・五 （略） 

第９章 地図編集 第８章 地図編集 
第１節 要 旨 第１節 要 旨 
（要旨） 

第３４９条 （略） 
（要 旨） 

第３０８条 （略） 
（基図データ） 

第３５０条 （略） 
（基図データ） 

第３０９条 （略） 
（地図編集） 

第３５１条 （略） 
（地図編集） 

第３１０条 （略） 
（編集資料） 

第３５２条 （略） 
（編集資料） 

第３１１条 （略） 
（工程別作業区分及び順序） 

第３５３条 （略） 
（工程別作業区分及び順序） 

第３１２条 （略） 
第２節 作業計画 第２節 作業計画 
（要旨） （要 旨） 



第３５４条 （略） 第３１３条 （略） 
第３節 資料収集及び整理 第３節 資料収集及び整理 
（要旨） 

第３５５条 （略） 
（要 旨） 

第３１４条 （略） 
第４節 編集原稿データの作成 第４節 編集原稿データの作成 
（要旨） 

第３５６条 （略） 
（要 旨） 

第３１５条 （略） 
（編集原稿データの作成） 

第３５７条 （略） 
（編集原稿データの作成） 

第３１６条 （略） 
第５節 編 集 第５節 編 集 
（要旨） 

第３５８条 （略） 
（要 旨） 

第３１７条 （略） 
（編集原図データの作成） 

第３５９条 （略） 
（編集原図データの作成） 

第３１８条 （略） 
（接合） 

第３６０条 （略） 
（接 合） 

第３１９条 （略） 
第６節 数値地形図データファイルの作成 第６節 数値地形図データファイルの作成 
（数値地形図データファイルの作成） 

第３６１条 （略） 
（数値地形図データファイルの作成） 

第３２０条 （略） 
第７節 品質評価 第７節 品質評価 
（品質評価） 

第３６２条 （略） 
（品質評価） 

第３２１条 （略） 
第８節 成果等の整理 第８節 成果等の整理 
（メタデータの作成） 

第３６３条 （略） 
（メタデータの作成） 

第３２２条 （略） 
（成果等） 

第３６４条 （略） 

一・二 （略） 

三 精度管理表 

四 品質評価表 

五・六 （略） 

 

 

 

（成果等） 

第３２３条 （略） 

一・二 （略） 

三 品質評価表及び精度管理表 

（新規） 

四・五 （略） 

第１０章   基盤地図情報の作成 第９章   基盤地図情報の作成 
第１節  要 旨 第１節  要 旨 
（要旨） 

第３６５条 （略） 
（要 旨） 

第３２４条 （略） 



第２節  基盤地図情報の作成方法 第２節  基盤地図情報の作成方法 
（基盤地図情報の作成方法） 

第３６６条 （略） 
（基盤地図情報の作成方法） 

第３２５条 （略） 
第３節 既存の測量成果等の編集による基盤地図情報の作成 第３節 既存の測量成果等の編集による基盤地図情報の作成 
（要旨） 

第３６７条 （略） 
（要 旨） 

第３２６条 （略） 
（工程別作業区分及び順序） 

第３６８条 （略） 
（工程別作業区分及び順序） 

第３２７条 （略） 
第４節 作業計画 第４節 作業計画 
（要旨） 

第３６９条 （略） 
（要 旨） 

第３２８条 （略） 
第５節 既存の測量成果等の収集及び整理 第５節 既存の測量成果等の収集及び整理 
（要旨） 

第３７０条 （略） 
（要 旨） 

第３２９条 （略） 
第６節 基盤地図情報を含む既存の測量成果等の調整 第６節 基盤地図情報を含む既存の測量成果等の調整 
（要旨） 

第３７１条 （略） 
（要 旨） 

第３３０条 （略） 
（位置整合性等の向上の区分） 

第３７２条 （略） 
（位置整合性等の向上の区分） 

第３３１条 （略） 
（接合） 

第３７３条 （略） 
（接 合） 

第３３２条 （略） 
（相対位置の調整） 

第３７４条 （略） 
（相対位置の調整） 

第３３３条 （略） 
第７節 基盤地図情報項目の抽出 第７節 基盤地図情報項目の抽出 
（要旨） 

第３７５条 （略） 
（要 旨） 

第３３４条 （略） 
第８節 品質評価 第８節 品質評価 
（要旨） 

第３７６条 （略） 

（要 旨） 

第３３５条 （略） 

第９節 成果等の整理 第９節 成果等の整理 
（メタデータの作成） 

第３７７条 （略） 
（メタデータの作成） 

第３３６条 （略） 
（成果等） 

第３７８条 （略） 

一 （略） 

二 精度管理表 

三 品質評価表 

四・五 （略） 

（成果等） 

第３３７条 （略） 

一 （略） 

二 品質評価表及び精度管理表 

（新規） 

三・四 （略） 



 


